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前号（７５号）に引き続き、本号でも貨幣製造工程の仕事について紹介いた
します。
前号では、金属を溶かして棒状のかたまり（鋳塊）を作る工程（溶解工程）と、
この鋳塊を貨幣の厚さの板（圧延板）になるまで薄く引き伸ばす工程（圧延
工程）の仕事について紹介いたしました。
本号では、圧延板から貨幣の形をした丸い金属板（造幣局では、これを「円
形（えんぎょう）」と呼んでいます）を作る工程（成形工程）、円形に貨幣の
模様を付ける工程（圧印工程）、そして貨幣を袋詰めする工程（検査工程）
の３つの工程を取り上げます。

１．圧延板から円形を作る工程（成形工程）
この成形工程は、さらに圧穿工程、圧縁工程、焼鈍工程、洗浄工程、計数
工程に分かれていますが、ここでは主に圧穿工程について紹介していきます。
圧穿工程では、貨幣の厚さに仕上がった圧延板からプレス機を用いて円形
を打ち抜きます。この時点ではまだ貨幣の模様は付いていません。
ここで用いられるプレス機には、圧延板を打ち抜くパンチが付いた金型と、
打ち抜いた円形を下へ落とすための穴が貫通している金型を一組としたダイ
セットと呼ばれるものが取り付けられています。
圧穿作業を続けるにつれて、次第にパンチの刃先が摩耗していくため、円
形の縁にバリ（加工した際にできる出っ張りのこと）が出来やすくなります。
この状態では品質の良い貨幣にならないことから、金型の交換を行います。
使用済みの金型は研磨室に運ばれ、再び使用できるように研磨します。

ダイセットが取り付けられたプレス機（圧穿機）
の動作確認を行う。

金型（パンチ）を研磨機にセットし、研磨を行う。
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研磨機の上に金型（パンチ）がセットされた状態。

プレス機（圧印機）に極印を取り付けるための
部品に、極印の中心がずれないように目視で確
認しながら慎重に位置決めをする。

圧延板を打ち抜いたときに円形が下に落ちる方
の金型。

レーザー光を用いて極印を中心に合わせる。
真上から線が中心にきているか確認する。
（左の写真の職員が見ているもの）

２．円形に貨幣の模様を付ける工程（圧印工程）
この圧印工程は、円形に貨幣の模様を付ける作業（圧印）と貨幣の出来栄
えを貨幣検査機で自動判定する作業（検査）から構成されています。
圧印とは、極印（こくいん）という貨幣の模様が刻まれた金型（表模様用と
裏模様用の２個で１セット）で円形をはさみ、強い力でプレスすることにより、
貨幣の表・裏の模様と側面のギザ等を同時に作る作業のことです。
この圧印工程では、貨幣の表と裏の模様が中心からずれないように極印を
取り付けることが重要です。
まず、プレス機（圧印機）に極印をセットするための部品に極印を正確に取
り付けます。この時、真上から中心線がわかる治具を使い極印の位置決め
をします。
次に、圧印機にこの極印を取り付けてテスト打ちを行い、圧印された貨幣
の表裏模様を確認できる道具を用いて極印の取付け位置に狂いがなかった
かどうかを確認します。
この確認は、圧印作業の開始時だけでなく、連続圧印作業中も職員が定期
的に確認を行っています。
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造幣局では、貨幣を作る最初の「溶解」から最後の「計数・袋詰め」までの
各工程で品質管理基準を設けており、決められたロット毎に試料を採取して
測定するなど、厳格な品質管理を行っています。
圧印工程の品質管理は、貨幣測定器を用いて直径や厚さなど、数項目の測
定により行っています。担当者が測定結果を確認し、必要に応じて圧印機
の調整等を行います。

造幣局で製造している流通貨幣の検査は、貨幣検査機を用いた自動検査を
基本としています。画像処理技術により、基準となる貨幣の画像（マスター
画像）と出来上がった貨幣とを１枚１枚比較し、その違いの程度によって判
定を行います。
この基準となる画像は、極印を製造する際に用いる種印（極印の元となる
金型）が新しく作られる度に作り直されます(例えば、年銘の切替時 )。本
格的な製造作業に入る前に基準となる貨幣を選び、その貨幣の画像を貨幣
検査機で撮影し、基準位置や特徴的な部分の設定等の各種調整を行います。
このマスター画像は全ての貨幣検査機にデータ展開され、全ての貨幣検査
機で統一した基準による検査を行います。

貨幣の表と裏の模様にずれがないかを確認。 貨幣の表と裏の模様のずれを確認する道具。

圧印機から測定用の貨幣を採取する。 貨幣測定機で貨幣の直径を測定する。
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３．貨幣を袋詰めする工程（検査工程）
最後は検査工程です。貨幣検査機が導入される前はベルトコンベアで貨幣を
流しながら、目視で不全貨幣（模様が不鮮明な貨幣など製品として適切では
ない貨幣）を取り除く作業（平見検査）を行っていました。しかし現在は、貨
幣検査機が不全貨幣を取り除いているため、決まった枚数を計数して袋詰め
する作業が主な作業となります。その作業も、今では大部分が自動封入封緘
装置を用いて、計数から袋詰め及び木製パレット積載までを自動で行います。

基準となる貨幣の画像を撮影するため貨幣検査
機に貨幣をセットする。

貨幣を計数し、袋詰めしてから封緘する。

不全貨幣を取り除く。

撮影した画像を基に貨幣の判定基準を設定する。

計数から袋詰め及び木製パレット積載までを自
動で行う自動封入封緘装置。

なお、引換用の記念貨幣など、製造枚数が
少なくマスター画像を作製しない等の場合
は平見検査で対応することがあります。これ
には貨幣を目視により検査する技能が衰え
ないようにすること、また若年技能者への
技能伝承の意味合いもあります。
ベルトコンベアの上を次 と々流れて来る貨幣
の中から目視で不全貨幣を取り除く作業は、
長年経験を積んだ熟練職員だからできる作
業です。
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